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(H27.9.30竣工) 

第１回 八戸市復興計画推進市民委員会  

復興事業現地視察 
 

平成28年6月24日 (金)  
14:30～16:30 
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3.11 多賀(市川)地区の被害状況 

住宅 全壊：147棟 大規模半壊：17棟 半壊：56棟 

農林 
水産 

被災水田：42.2ha ビニールハウス：151棟 
被災保安林：約5.0ha 
漁船被害：23隻 施設被害：5件 

港湾 
河川 

市川船溜：泊地土砂堆積、船揚場・埠頭用地舗装剥離、
船溜内道路陥没崩壊 
五戸川：破堤2箇所、法尻浸食7箇所 

道路 
県道15号橋向五戸線：歩道路肩流失、側溝一部破損 
市道：土砂・ガレキ堆積 

福祉 
施設 

老人いこいの家海浜荘：施設内1.2m浸水 
浜市川保育園：施設内1.0m浸水 
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蓮沼八太郎山線道路改良事業(河原木地区) 
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 事業概要 
  ・整備路線   市道蓮沼八太郎山線 
  ・整備内容   車道拡幅 
  ・延長・規格  Ｌ＝560ｍ 
            W=5.0ｍ→9.2ｍ      

 スケジュール 
   ・H24年度   道路詳細設計委託、用地測量業 
           務委託、地域住民への説明会 
   ・H25年度   用地買収・補償 
  ・H26年度   補償              
  ・H27年度   工事 
  ・H28年度   用地買収・補償、工事 

 交付金配分決定状況 
 ■全体事業費 

    220,000千円(H24～H28)  

 ■既配分事業費 

  ・第1回(H24.3.2／25,000千円)  

     H24分 測量設計費  (25,000千円) 

   ・第4回(H24.11.30／140,800千円)  

     H25分 用地費・補償費   (85,000千円) 

      H26分  本工事費         (55,800千円)                

  ・第10回(H26.11.25／54,200千円） 

     H24分 測量設計費     (▲9,668千円) 

     H25分 用地費・補償費(▲63,000千円) 

     H27分  本工事費        (126,868千円) 

河原木字蓮沼地区位置図 

W=9.2m 

蓮沼八太郎山線（整備前） 

海上自衛隊 
八戸航空基地 

日計ケ丘小 

八太郎1号埠頭 

八太郎2号埠頭 

八太郎3号埠頭 

車道  @2.75m×2 
路肩  @1.25m×2 
側溝   @0.61m×2 



 事業概要／多賀地区五戸川南側において、津波災害時に浸水区域外（L2）に
避難することができない者が被災を免れるための一時避難施設として、津波避難タ
ワーを建設する。 

  ・建設地           市川町字上大谷地45-3地内(敷地面積2,016.02㎡) 

  ・想定収容者数     80人   
  ・構造           鉄骨造(緩衝材設置/避難スペースは冬期避難を考慮し居室タイプ)  

  ・避難階(2階)床面高さ  13.02m（浸水深9.02m+余裕高4.0m） 
  ・2階床面積         175.84㎡（居室80㎡、その他備蓄庫・トイレ・廊下等） 
  ・事業期間          H25～27年度 
 

 

多賀地区津波避難タワー整備事業(完了:市川(多賀)地区) 
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建設地 

多賀地区位置図 

五戸川 

H27.9.30竣工 
 交付金配分決定状況 

（全体事業費：配分額 210,617,000円／決算 198,596,964円) 

  ・測量設計費 

    配分額  11,800,000円／決算  11,551,680円 

  ・用地費及び補償費 

    配分額   8,645,000円／決算   8,467,284円 

  ・本工事費 

    配分額 190,172,000円／決算 178,578,000円 



 経過 
   ・H25年度   道路詳細設計、地域住民への説明会 
  ・H26年度    用地測量調査、地域住民への説明会、  
           用地買収・補償、工事   
  ・H27年度   用地買収・補償、工事 

市川後高屋敷線他道路改良事業(完了：市川(多賀)地区) 
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現況写真 

Ｗ＝６．０ｍ 

 事業概要 
  ・整備路線   ①市道市川後高屋敷線 
            ②市道市川後下揚線  
  ・整備内容   車道拡幅、車道改良 
  ・延長・規格   L=703.6m、W=3.0ｍ→6.0ｍ  
                ①L=639.9m、W=3.0m→6.0ｍ 

             ②L= 63.7m 

                 

 交付金配分決定状況  
  

■全体事業費 
   配分額  250,800,000円／決算 164,472,596円 

 ・測量設計費 

  配分額   40,000,000円／決算  18,392,400円 

 ・用地費及び補償費 

  配分額   84,400,000円／決算  32,057,036円 

 ・本工事費 

  配分額  126,400,000円／決算 114,023,160円 

 

市川後高屋敷線（整備前） 

W=6.0m 

多賀地区(五戸川以北)位置図 

車道  @4.0m×1 
路肩  @1.0m×2 



多賀多目的運動場整備事業 
◆施設整備の趣旨 
・ 震災の津波による住家被害が市内で最も大き
かった多賀地区の活力創出 
・ 管理棟4階部分は、最大クラスの津波からの被災
を逃れることを目的とし、かつ日常機能も有する津波
避難施設（一時避難施設）として整備 

◆施設概要（平成28年10月供用開始予定） 
①建築物   ：管理棟兼津波避難施設、 
           メインスタンド など 
②屋外施設：球技場(天然芝)、駐車場、 
                  多目的グラウンド(人工芝) など 
③工作物   ：芝生スタンド、電光掲示板 など 

全体鳥瞰イメージ 
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多賀地区位置図 

建設 
予定地 

五戸川 

・想定避難収容者数 100人 

・構造          鉄筋コンクリート４階建  

・避難階(床面高さ) 4階(12.45m程度) 

管理棟 
（４階部分を津波避難施設として整備） 



 事業概要／多賀地区五戸川北側において、津波災害時に浸水区域外(L2)に避
難することができない者が被災を免れるための一時避難施設として、津波避難施設
の整備を行うものとし、多賀多目的運動場管理棟(4階)に合築整備する。 

  ・建設予定地      市川町字市川後・中平沖地内 
  ・想定避難収容者数 100人 
  ・構造          鉄筋コンクリート４階建 ※４階(227.53㎡)が津波避難施設 

    ・避難階床面高さ   12.45m(基準水位以上を満たす管理棟の階高、参考:浸水深7.72m) 

多賀地区津波避難施設整備事業(市川(多賀)地区) 

 交付金配分決定状況(全体事業費＝90,795千円) 

   ■既配分事業費 

  ・第7回(H25.11.29／3,281千円)       
      H26分   用地費    (260千円)、測量設計費(2,565千円)、 
               造成工事費(456千円) 
    ・第10回(H26.11.25／87,514千円） 
    H26分  測量設計費(▲575千円)、用地費(▲166千円)   
    H27分  本工事費   (88,255千円)   
 

 スケジュール 
   ・H26年度  用地買収、実施設計、造成工事 
  ・H27年度  造成工事、建築・設備工事 
  ・H28年度  建築・設備工事 

施設機能 

 
 1Ｆ／運動場管理機能 
  
２Ｆ／コミュニティセンター機能 

  
３Ｆ／球技場管理機能 
 

４Ｆ／津波避難施設機能  
（居室、備蓄倉庫、情報収  
 集・応急処置スペース、ト 
 イレ・通路等） 
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橋向尻引線他道路改良事業(市川(多賀)地区) 
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Ｗ＝６．０ｍ 

 事業概要 
  ・整備路線   ①市道橋向尻引線、②市道向谷地堤下線  

  ・整備内容   車道拡幅、歩道整備(※)  

     ※両側歩道の整備区間は、橋向五戸線から八戸百石線間(576.4ｍ） 

  ・延長・規格   L=2,470.3m、W=9.5ｍ～11.0ｍ 
                   ①L=1,423.3m、W=8.0m→9.5～11.0ｍ 

              ②L=1,047.0m、W=5.0m→9.5ｍ 

 スケジュール 
   ・H25年度   道路詳細設計委託、地域住民への説明会 
  ・H26年度    用地測量調査委託、地域住民への説明会、 
                      用地買収・補償、工事   
  ・H27年度   用地買収・補償、工事 
   ・H28年度   用地買収・補償、工事 

W=11.0m 

橋向尻引線(多賀小前／両側歩道設置予定) 

多賀地区（五戸川以南）位置図 

 交付金配分決定状況  
 ■全体事業費 1,049,400千円(H25～H28)  

 ■既配分事業費 

  ・第6回(H25.6.25／140,000千円)  

   H25分 測量設計費(140,000千円) 

   ・第9回(H26.6.24／244,600千円)   

   H26分  用地費・補償費(213,600千円)、H26分 本工事費(31,000千円) 

   ・第10回(H26.11.25／604,000千円）  

   H25分 測量設計費 (▲50,000千円)、 

    H27分 用地費・補償費(200,000千円)、本工事費 (454,000千円) 

  ・第14回(H28.2.29／60,800千円）  

   H26・27分 用地費・補償費 (▲101,200千円)、H28分 本工事費 (162,000千円) 

 

車道  @2.75m×2 
路肩  @0.75m×2 
歩道  @2.0m×2 



八戸港復旧・復興方針に基づく整備箇所（①～⑤） 

防潮堤整備後のイメージ 

現況写真 
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③防潮堤の整備 

②緑地の嵩上げ＋防潮堤の整備 

①防潮堤の整備 

②ふ頭の嵩上げ 

④電源棟防災対策 

⑤漂流物防護柵設置 

整備中の防潮堤 



蕪島休憩案内施設整備事業(完了：鮫(蕪島)地区) 

 事業概要／漁業者の営みの場でありながら三陸復興国立公園の北の玄関口とな
る蕪島地区の利点を最大限引き出し、被災した観光案内所と公衆トイレを一体的
に再整備することによって交流人口の増加を図るとともに漁村の活力向上を目指す。 

  ・構造：鉄筋コンクリート平屋建  ・延床面積：約140㎡ 
    ・施設機能：休憩スペース、トイレ、自然観察スペース、観光案内スペース 
  ・事業期間：H25～H26年度 

 交付金配分決定状況 
  （全体事業費：配分額 90,187,000円／決算 83,750,070円) 

      ・実施設計：配分額  6,644,000円／決算  4,144,350円 

     ・本工事費：配分額 83,543,000円／決算 79,605,720円 

蕪島地区 (鮫町)位置図 

建設地 
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内部の様子 H27年4月11日オープン 

八戸市蕪島休憩所 


